
監査役（非常勤）
松村 篤樹

1986年 4月 新日本製鐵株式会社入社
1997年 10月 同社技術開発本部先端技術研究所
  半導体基盤研究部SIMOXグループ
  リーダー
2008年 8月 シルトロニック・ジャパン株式会社
  代表取締役社長兼営業統括本部長
2012年 12月 新日鐵住金株式会社経営企画部
  上席主幹
2015年 3月 新日鉄住金化学株式会社監査役
  （現任）
2015年 4月 新日鐵住金株式会社経営企画部
  参与（現任）
2015年 6月 新日鉄住金ソリューションズ
  株式会社監査役（現任）
  株式会社UACJ監査役（現任）

監査役（非常勤）
曽根 貴史

1971年 4月 住友商事株式会社入社
2004年 4月 同社通信・産業プロジェクト本部長
2007年 4月 同社執行役員
2009年 4月 同社常務執行役員
2011年 4月 同社顧問
2012年 6月 住友軽金属工業株式会社
  社外監査役
2013年 10月 株式会社UACJ監査役（現任）

監査役（非常勤）
浅野 明
1970年 4月 三菱レイヨン株式会社入社
2003年 6月 同社総務部長
2004年 6月 同社理事
2008年 6月 同社退職 
2009年 6月 住友軽金属工業株式会社
  社外監査役
2013年 6月 古河スカイ株式会社監査役
2013年 10月 株式会社UACJ監査役（現任）

監査役（非常勤）
佐藤 哲哉
1975年 4月 通商産業省（現 経済産業省）入省
2002年 7月 大臣官房審議官（基準認証担当）
2004年 6月 退官
2004年 7月 商工組合中央金庫（現 株式会社
  商工組合中央金庫）理事
2006年 7月 同理事退任
2006年 8月 古河電気工業株式会社執行役員
2007年 6月 同社取締役兼執行役員
2009年 6月 同社取締役兼執行役員常務
2013年 6月 古河スカイ株式会社監査役
2013年 10月 株式会社UACJ監査役（現任）
2014年 4月 古河電気工業株式会社取締役兼
  執行役員専務
2015年 4月 同社取締役
2015年 6月 同社監査役（現任）

常勤監査役
加藤 一正
1980年 4月 古河電気工業株式会社入社
2003年 3月 同社研究開発本部横浜研究所
  管理室長
2004年 7月 株式会社ニッケイ加工経理部長
2005年 6月 同社取締役
2009年 6月 同社常務取締役
2015年 6月 株式会社UACJ監査役（現任）

常勤監査役
石原 宣宏
1980年 4月 古河電気工業株式会社入社
2003年 10月 古河スカイ株式会社
  製板事業部福井工場総務部長
2004年 6月 原子燃料工業株式会社総務部長
2008年 6月 同社取締役総務部長
2009年 5月 同社執行役員総務部長
2010年 6月 古河スカイ株式会社監査役
2013年 10月 株式会社UACJ監査役（現任）

専務執行役員 専務執行役員 常務執行役員 執行役員 執行役員 執行役員
白石 重和 楠本 昭彦 松浦 達郎 清水 洋二 福井 裕之 新堀 勝康
執行役員 執行役員 執行役員 執行役員 執行役員 執行役員
種岡 瑞穂 山口 明則 阿部 禎一 川島 輝夫 田口 正高 手島 雅裕
執行役員 執行役員 執行役員 執行役員 執行役員 執行役員
今泉 明人 松下 彰 稲垣 公樹 吉田 明典 細見 和弘 大谷 隆英

コーポレート・ガバナンス

執行役員

社外監査役

監査役 財務報告

10年間財務データ

財政状況および経営成績の分析
（連結ベース）

連結貸借対照表

連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結キャッシュ・フロー計算書
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10年間財務データ
2005年度

209,357
299,460

14,396
17,140
12,794
11,959
11,703
10,039

6,675
5,404

6.9
5.7
3.2
1.8

232,618
398,019

62,665
42,108
62,665
42,108
84,572

221,243
114,583
146,456
118,036
251,558
108,088
185,082

59,155
164,393

26.9
10.6
12.2
15.3

6,062
27,081
△4,312

△16,647
△1,869

△12,229

32.0
14.73
10.71

3.0

6,733
20,561

7,991
9,204
2,369
2,366

2006年度

239,580
349,089

16,459
20,134
15,065
15,030
14,498
11,870

8,694
7,248

6.9
5.8
3.6
2.1

245,661
421,035

73,197
53,597
70,588
50,117
79,873

205,385
118,212
162,893
127,449
258,133
112,666
219,755

59,799
147,682

28.7
11.9
13.1
15.7

24,447
37,542

△18,161
△8,228
△6,400

△17,265

38.28
19.73

8.0
3.0

17,736
9,152
8,076
8,010
2,391
2,376

2007年度

253,046
327,591

13,734
18,041
11,858
13,293
11,175

9,112
6,399
5,394

5.4
5.5
2.5
1.6

234,399
374,503

77,753
57,108
74,945
53,359
74,143

196,577
107,400
130,080
126,999
244,419
106,800
183,016

49,847
134,378

32.0
14.2

8.8
10.4

21,832
2,936

△15,702
△7,513
△7,531
△8,954

28.18
14.69

8.0
3.0

12,602
8,203

10,883
9,258
2,563
2,404

2008年度

228,637
278,189

830
△7,690

△584
△14,299

△4,687
△16,744
△11,500
△18,143

0.4
△2.8
△5.0
△6.5

193,644
321,330

56,690
18,934
55,036
17,928
72,799

205,824
79,533
95,637

114,110
225,691

84,535
174,131

52,419
128,263

28.4
5.6

△17.7
△50.9

14,293
351

△12,391
△10,948

△2,831
12,230

△50.64
△49.42

6.0
0.0

10,020
9,215

13,582
11,546

2,573
2,435

2009年度

185,588
233,530

572
5,208
△660
3,017

△3,072
△6,419

△770
△6,480

0.3
2.2

△0.4
△2.8

200,176
309,897

59,617
28,600
59,131
27,727
73,153

179,187
89,239
91,337

110,938
218,560

85,699
152,985

54,861
128,311

29.5
8.9

△1.3
△28.4

13,337
17,844

△12,509
1,669
△190

△21,779

△3.39
△15.95

2.0
0.0

5,581
5,674

13,519
10,982

2,547
2,055

2010年度

207,223
259,476

12,338
15,595
11,680
11,466
10,498

8,178
11,968

7,189
6.0
6.0
5.8
2.8

217,878
306,649

69,907
35,267
69,362
34,559
76,859

165,176
112,782

92,504
105,096
214,144

88,169
149,819

59,802
121,562

31.8
11.3
18.6
23.1

20,434
15,489
△7,070
△6,525

2,700
△8,141

52.70
16.64

6.0
0.0

4,449
4,643

12,703
10,742

2,757
2,129

2011年度

193,972
258,926

6,360
12,349

6,411
10,184

6,128
3,970
3,540
8,298

3.3
4.8
1.8
3.2

212,998
322,150

71,179
53,261
70,583
52,402
70,728

154,596
102,670
102,220
110,328
219,929

91,261
171,960

50,559
96,928

33.1
16.3

5.1
19.1

17,609
18,630

△21,083
△17,037

△7,526
△508

15.59
14.95

6.0
1.5

8,177
5,174

12,370
10,451

2,897
2,214

2012年度

183,702
252,783

5,339
9,730
5,819
8,787
5,573
4,170
3,146
1,510

2.9
3.8
1.7
0.6

217,782
318,418

77,299
60,867
76,483
59,904
70,766

144,552
95,561
96,092

122,221
222,326

90,093
161,765

50,390
95,785

35.1
18.8

4.3
2.7

12,766
16,266

△15,198
△6,322

△451
△12,436

13.85
2.59

6.0
3.5

18,643
6,911

10,866
9,255
2,860
2,171

2013年度

364,107
̶

17,772
̶

16,798
̶

15,523
̶

9,946
̶

4.9
̶

2.7
̶

608,490
̶

168,140
̶

155,515
̶

256,309
̶

236,638
̶

371,852
̶

236,387
̶

203,963
̶

25.6
̶

8.6
̶

14,233
̶

△25,452
̶

14,067
̶

30.36
̶

9.0
̶

27,104
̶

17,165
̶

3,688
̶

2014年度

572,541
̶

23,679
̶

21,337
̶

18,856
̶

8,649
̶
4.1
̶
1.5
̶

677,952
̶

187,136
̶

172,305
̶

295,953
̶

269,889
̶

408,063
̶

287,884
̶

202,932
̶

25.4
̶
5.3
̶

26,777
̶

49,668
̶

25,694
̶

20.21
̶
6.0
̶

46,539
̶

22,636
̶

4,619
̶

業績・収益性の推移
売上高（百万円）

営業利益または営業損失（△）（百万円）

経常利益または経常損失（△）（百万円）

税金等調整前当期純利益または税金等調整前当期純損失（△）（百万円）

当期純利益または当期純損失（△）（百万円）

売上高営業利益率（%）

売上高当期純利益率（%）

財務状態・効率性の推移
総資産（百万円）

純資産（百万円）

自己資本（百万円）

有利子負債残高（百万円）

流動資産（百万円）

固定資産（百万円）

流動負債（百万円）

固定負債（百万円）

自己資本比率（%）

ROE（自己資本当期純利益率）（%）

キャッシュ・フローの状況（会計年度）
営業活動によるキャッシュ・フロー（百万円）

投資活動によるキャッシュ・フロー（百万円）

財務活動によるキャッシュ・フロー（百万円）

1株当たり情報
当期純利益または当期純損失（△）（円）

配当金（円）

設備投資・研究開発
設備投資額（百万円）

減価償却費（百万円）

研究開発費（百万円）

UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業

UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業

UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業

UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業

UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業

※2013年度より、期末日満期手形等の会計処理を変更しましたが、2011年度および2012年度に関する主要な経営指標等については遡及処理前の数値を記載しています。

財務報告
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10年間財務データ
2005年度

209,357
299,460

14,396
17,140
12,794
11,959
11,703
10,039

6,675
5,404

6.9
5.7
3.2
1.8

232,618
398,019

62,665
42,108
62,665
42,108
84,572

221,243
114,583
146,456
118,036
251,558
108,088
185,082

59,155
164,393

26.9
10.6
12.2
15.3

6,062
27,081
△4,312

△16,647
△1,869

△12,229

32.0
14.73
10.71

3.0

6,733
20,561

7,991
9,204
2,369
2,366

2006年度

239,580
349,089

16,459
20,134
15,065
15,030
14,498
11,870

8,694
7,248

6.9
5.8
3.6
2.1

245,661
421,035

73,197
53,597
70,588
50,117
79,873

205,385
118,212
162,893
127,449
258,133
112,666
219,755

59,799
147,682

28.7
11.9
13.1
15.7

24,447
37,542

△18,161
△8,228
△6,400

△17,265

38.28
19.73

8.0
3.0

17,736
9,152
8,076
8,010
2,391
2,376

2007年度

253,046
327,591

13,734
18,041
11,858
13,293
11,175

9,112
6,399
5,394

5.4
5.5
2.5
1.6

234,399
374,503

77,753
57,108
74,945
53,359
74,143

196,577
107,400
130,080
126,999
244,419
106,800
183,016

49,847
134,378

32.0
14.2

8.8
10.4

21,832
2,936

△15,702
△7,513
△7,531
△8,954

28.18
14.69

8.0
3.0

12,602
8,203

10,883
9,258
2,563
2,404

2008年度

228,637
278,189

830
△7,690

△584
△14,299

△4,687
△16,744
△11,500
△18,143

0.4
△2.8
△5.0
△6.5

193,644
321,330

56,690
18,934
55,036
17,928
72,799

205,824
79,533
95,637

114,110
225,691

84,535
174,131

52,419
128,263

28.4
5.6

△17.7
△50.9

14,293
351

△12,391
△10,948

△2,831
12,230

△50.64
△49.42

6.0
0.0

10,020
9,215

13,582
11,546

2,573
2,435

2009年度

185,588
233,530

572
5,208
△660
3,017

△3,072
△6,419

△770
△6,480

0.3
2.2

△0.4
△2.8

200,176
309,897

59,617
28,600
59,131
27,727
73,153

179,187
89,239
91,337

110,938
218,560

85,699
152,985

54,861
128,311

29.5
8.9

△1.3
△28.4

13,337
17,844

△12,509
1,669
△190

△21,779

△3.39
△15.95

2.0
0.0

5,581
5,674

13,519
10,982

2,547
2,055

2010年度

207,223
259,476

12,338
15,595
11,680
11,466
10,498

8,178
11,968

7,189
6.0
6.0
5.8
2.8

217,878
306,649

69,907
35,267
69,362
34,559
76,859

165,176
112,782

92,504
105,096
214,144

88,169
149,819

59,802
121,562

31.8
11.3
18.6
23.1

20,434
15,489
△7,070
△6,525

2,700
△8,141

52.70
16.64

6.0
0.0

4,449
4,643

12,703
10,742

2,757
2,129

2011年度

193,972
258,926

6,360
12,349

6,411
10,184

6,128
3,970
3,540
8,298

3.3
4.8
1.8
3.2

212,998
322,150

71,179
53,261
70,583
52,402
70,728

154,596
102,670
102,220
110,328
219,929

91,261
171,960

50,559
96,928

33.1
16.3

5.1
19.1

17,609
18,630

△21,083
△17,037

△7,526
△508

15.59
14.95

6.0
1.5

8,177
5,174

12,370
10,451

2,897
2,214

2012年度

183,702
252,783

5,339
9,730
5,819
8,787
5,573
4,170
3,146
1,510

2.9
3.8
1.7
0.6

217,782
318,418

77,299
60,867
76,483
59,904
70,766

144,552
95,561
96,092

122,221
222,326

90,093
161,765

50,390
95,785

35.1
18.8

4.3
2.7

12,766
16,266

△15,198
△6,322

△451
△12,436

13.85
2.59

6.0
3.5

18,643
6,911

10,866
9,255
2,860
2,171

2013年度

364,107
̶

17,772
̶

16,798
̶

15,523
̶

9,946
̶

4.9
̶

2.7
̶

608,490
̶

168,140
̶

155,515
̶

256,309
̶

236,638
̶

371,852
̶

236,387
̶

203,963
̶

25.6
̶

8.6
̶

14,233
̶

△25,452
̶

14,067
̶

30.36
̶

9.0
̶

27,104
̶

17,165
̶

3,688
̶

2014年度

572,541
̶

23,679
̶

21,337
̶

18,856
̶

8,649
̶
4.1
̶
1.5
̶

677,952
̶

187,136
̶

172,305
̶

295,953
̶

269,889
̶

408,063
̶

287,884
̶

202,932
̶

25.4
̶
5.3
̶

26,777
̶

49,668
̶

25,694
̶

20.21
̶
6.0
̶

46,539
̶

22,636
̶

4,619
̶

業績・収益性の推移
売上高（百万円）

営業利益または営業損失（△）（百万円）

経常利益または経常損失（△）（百万円）

税金等調整前当期純利益または税金等調整前当期純損失（△）（百万円）

当期純利益または当期純損失（△）（百万円）

売上高営業利益率（%）

売上高当期純利益率（%）

財務状態・効率性の推移
総資産（百万円）

純資産（百万円）

自己資本（百万円）

有利子負債残高（百万円）

流動資産（百万円）

固定資産（百万円）

流動負債（百万円）

固定負債（百万円）

自己資本比率（%）

ROE（自己資本当期純利益率）（%）

キャッシュ・フローの状況（会計年度）
営業活動によるキャッシュ・フロー（百万円）

投資活動によるキャッシュ・フロー（百万円）

財務活動によるキャッシュ・フロー（百万円）

1株当たり情報
当期純利益または当期純損失（△）（円）

配当金（円）

設備投資・研究開発
設備投資額（百万円）

減価償却費（百万円）

研究開発費（百万円）

UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業

UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業

UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業

UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業

UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業
UACJ／古河スカイ
住友軽金属工業

※2013年度より、期末日満期手形等の会計処理を変更しましたが、2011年度および2012年度に関する主要な経営指標等については遡及処理前の数値を記載しています。
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■ 事業環境
2014年度は、上半期において消費税率引き上げの影響により

マイナス成長となりましたが、下半期には海外市場の回復による輸

出の増加、原油価格下落によるコスト低減などの好材料により回復

傾向を示しました。

このような環境下にあって、アルミニウム圧延業界では、主力の

飲料缶をはじめ、コンデンサー用箔地、液晶・半導体製造装置用厚

板などが前期を超える出荷となりました。輸出も為替好転の影響を

受け増加したことで、全体では4年ぶりに200万トンを超える出荷

となりました。

伸銅業界では、業務用エアコンの需要は前年並みでしたが、消費

税率引き上げによる消費の落ち込みや天候不順の影響を受け、家

庭用エアコンの需要は出荷台数が前年比14％減となりました。

■ 業績総括
こうした状況のもと、当社グループは2014年3月に「UACJグ

ループの将来ビジョン」を発表し、統合効果の実現やグローバル

展開など「世界的な競争力を持つアルミニウムメジャーグループ」

の実現を目指した施策を着実に実施しました。

加えて2014年12月には、UACJグループ中期経営計画

「Global Step Ⅰ」を策定し、「将来ビジョン」に掲げた内容を具体

的に各事業へ展開し、環境変化に強い収益基盤の確立と、持続的

な成長に向けた取り組みを推進しました。

これらの結果、2014年度の業績は、売上高は5,725億円（前期

比2,084億円増、合算ベースでは376億円増）、営業利益は237

億円（同59億円増、合算ベースでは13億円減）、経常利益は213

億円（同45億増、合算ベースでは2億円減）となり、経営統合によ

る事業規模拡大の影響が下半期からであった前期を大幅に上回り

ました。

当期純利益は86億円（同13億円減、合算ベースでは31億円

減）となり、経営統合にともなうTri-Arrows Aluminum Holding 

Inc.およびTri-Arrows Aluminum Inc.の段階取得に係る差益

61億円を計上した前期を下回りました。

アルミ圧延品事業

Tri-Arrows Aluminum Inc.の製造委託先であるLogan 

Aluminum Inc.での設備故障による影響があったものの、PC筐体

用が好調なIT関連材、液晶・半導体製造装置用厚板やLNG船用の

厚板に伸長が見られたことに加え、経営統合による事業規模の拡

大などにより、前期を大幅に上回る結果となりました。2014年度の

アルミニウム圧延品事業の売上高は4,519億円（前期比1,499億

円増）、営業利益は233億円（同57億円増）となりました。

なお、合算ベースでは318億円の増収、19億円の減益となり

ます。

伸銅品事業

2014年度は、業務用エアコンの需要は前期比並みでしたが、家

庭用エアコンが消費税率引き上げや天候不順の影響を受け、出荷

台数で前年比14％減となりました。これらの結果、売上高は506億

円（前期比265億円増）、営業利益は10億円（同7億円増）となり

ました。

なお、合算ベースでは27億円の増収、2億円の増益となります。

加工品・関連事業

2014年度は、IT関連材や、北米市場向けを中心とした自動車用

部品が堅調に推移したことなどにより、売上高は1,616億円（前期

比763億円増）、営業利益は46億円（同15億円増）となりました。

なお、合算ベースでは138億円の増収、6億円の増益となります。

■ 対処すべき課題
経済情勢の見通しは、国内では景気回復基調が続く見込みですが、

そのペースは緩やかにとどまり、今後の見通しは不透明です。また、少

子高齢化の進展や、企業の生産拠点の海外移転などにより、中長期的

には厳しい事業環境が想定されます。一方、海外では先行きに不透明

感が残るものの、世界経済全体としては今後も緩やかな拡大が続くもの

と見込まれます。

このような経済環境下において、当社グループは2014年12月に発

表した、2015年度～2017年度の3カ年のUACJ中期経営計画

「Global Step Ⅰ」に掲げた内容を、各事業へ具体的に展開し、環境変

化に強い収益基盤の確立と持続的な成長に取り組んでいきます。

その重点方針として、

の3点を掲げており、これらの取り組みを強力に推進することで、財

務体質の改善と成長投資の両立を図ります。これにより、世界のアルミ

ニウムメジャー会社や新興圧延会社との競争に打ち勝ち、拡大してい

くマーケットの中で継続的な成長の実現を目指し、企業価値のさらなる

向上を図ります。

財政状況および経営成績の分析（連結ベース）

1. 経営成績について

２. 次期の見通しについて

参考：旧両社合算ベース※の業績

※2013年度上半期は、旧古河スカイと旧住友軽金属工業の合算数値です。（Tri-Arrows Aluminum Holding Inc.は持分法適用会社から連結子会社に単純組替）

財務報告

①自動車を中心とした輸送分野、エネルギー分野などの成長製品の
拡大とアジアを中心とした成長地域の事業強化

②各事業の最適生産体制の構築および技術融合の推進

③先端基礎研究の強化と豊富な蓄積技術の活用による新技術・新製
品の開発

また、ステークホルダーの皆様から信頼される企業グループであり続

けるために、CSRへの取り組みを重視しており、経営理念や行動規範の

実践を通した企業倫理の確立や、コンプライアンスおよびリスク管理の

徹底などにより、グローバルカンパニーとしての社会的責任を果たして

まいります。

■ 次期業績見通し
2015年度の業績予想については、タイに建設したUACJ

（Thailand） Co., Ltd.（以下、UATH）ラヨン製造所の立ち上げにかか

るコスト負担が引き続き見込まれる一方、統合効果の進展などにより、

通期では売上高6,400億円、営業利益265億円、経常利益230億

円、親会社株主に帰属する当期純利益110億円を見込んでいます。

アルミ圧延品事業

米国やカナダからのシェールガス輸入開始を背景としたLNG船

用厚板の販売増などが見込まれています。

2015年度の業績は、売上高5,004億円、営業利益270億円を

見込んでいます。

伸銅品事業

新冷媒に対応した内面溝付管や、外面精細フィン伝熱管「サーモ

エクセル」など、優位技術を駆使した差別化商品の開発と拡販に努

める一方、現有設備能力の最大化により収益体質の強化を推進し

ます。また、インドや中東など成長市場を中心に、海外事業の競争

力強化を図ります。

2015年度の業績は、売上高579億円、営業利益14億円を見込

んでいます。

加工品・関連事業

事業体制のさらなる深化とともに、自動車や熱ビジネスなど、新

規需要分野の開拓に注力する方針です。あわせて、グローバル展

開の強化にも取り組んでいます。たとえば、主要市場となる自動車

産業の集積が進むメキシコでは、新たに自動車部品製造販売子会

社を設立しました。

2015年度の業績は、売上高1,796億円、営業利益44億円を見

込んでいます。

■ 配当政策について
当社は、株主の皆様に対する配当の実施を利益還元の重要な施

策と考えています。安定的かつ継続的な配当の実施を基本方針と

しながら、業績の動向や、企業価値向上のための投資や競争力強

化のための研究開発資金の確保、財務体質の強化などを総合的に

勘案して判断していきます。

配当については、中間と期末の年2回の実施を基本方針としてお

り、期末配当については株主総会、中間配当については取締役会

により決定します。

2014年度の期末配当は、中間配当と同様に1株当たり3円とし

ました。2015年度の配当については、中間配当は1株につき3円、

期末配当は3円で年間合計6円を予定しています。

■ 貸借対照表分析
2014年度の資産合計は、主にUATHラヨン製造所の設備投資

や、円安にともなう為替換算での増加により、6,780億円（前期末

比695億円増）となりました。

負債合計は、主に上記設備投資にともなう借入金の増加により、

4,908億円（同505億円増）となりました。

純資産合計は、当期純利益の計上による利益剰余金の増加およ

び為替換算調整勘定の増加などにより、1,871億円（同190億円

増）となりました。

■ 研究開発
中期経営計画の初年度である2015年度は、社会に役立つ安全

な製品や技術、サービスを継続的に創出・提供し、お客様や取引先

の信頼を獲得するための「基盤強化の元年」とすることを基本方針

としています。この方針のもと、技術開発研究所では、グループの

総合力を発揮しやすい体制づくりに向けて、主要な開発業務および

設備を名古屋に集約するとともに、深谷および福井にその機能の

一部を配備することとしました。

なお、2014年度の研究開発費用は総額で46億円となりました。

アルミ圧延品事業

主力となるアルミニウム板製品については、缶材、自動車用パネ

ル材、自動車用熱交換器、船舶用厚板、リチウムイオン電池用集電

体などの分野で、多様化・高度化するニーズに応えるための研究開

発を推進しています。また、生産性の向上や製造コスト・環境負荷の

低減に向けて、ハード、ソフト両面から新規製造プロセスの開発を

進めています。さらに、次世代航空機への適用を目指した新合金の

開発を目的に、経済産業省委託事業である「革新的新構造材料等

技術開発プロジェクト」に参画しています。

押出製品については、強みとする自動車用熱交換器材の開発と

ともに、航空機や自動車、空調用熱交換器などの新規需要に向け

たアルミニウム合金材料の開発を進めています。

鋳鍛製品については、世界でも数社しか生産できないコンプレッ

サホイールなど、付加価値の高いアルミニウム部材の開発に積極

的に取り組んでいます。二輪車用材料の分野では、高強度化を達

成する新しい材料と加工方法の開発について高い評価を得て、軽

金属学会第49回小山田記念賞を受賞しました。

なお、アルミ圧延品事業の研究開発費は、4,484百万円となりま

した。

伸銅品事業

伸銅品部門では、エアコン用高強度銅管の開発を進め、より高性

能な省エネ型エアコンの開発・量産に大きく貢献しています。エアコ

ン用や建築配管用の銅管については耐食性を向上させる合金や製

造機器の開発を推進しており、あわせてこれら先端技術を普及させ

るためのPR活動にも精力的に取り組んでいます。

なお、伸銅品事業の研究開発費は、114百万円となりました。

加工品・関連事業

加工品・関連事業では、高性能かつ精密なパワーコントロールユ

ニットなど冷却デバイスの開発・製造を進めており、今後、さらなる

需要増大が期待される高性能用途への拡販を図っていきます。空

調熱交換器分野では、当社グループの技術総合力と材料・評価分

野での蓄積技術を駆使して、オールアルミニウム製熱交換器の量

産を開始しました。

また、燃費規制の高まりを背景に軽量化が進む自動車産業に向

けて、全世界対応型超軽量アルミニウム製バンパーシステムの商

品化に成功しました。こうした技術をお客様に提案することで、広く

社会全体の環境負荷低減に貢献することを目指していきます。

なお、加工品・関連事業の研究開発費は、21百万円となりま

した。

■ 設備投資
2014年度は、タイにおいてUATHラヨン製造所の建設を進め

ており、第2期分（鋳造工程からの一貫生産）投資に関しては、生産

設備の据え付けや試運転を実施し、2015年8月に一貫生産体制を

開始しました。

国内においては、中期経営計画において重点施策の1つに掲げ

た国内製造拠点の品種集約化にともなう設備投資や、必要な劣化

更新投資などを実施しました。

これらの結果、2014年度の設備投資総額は465億円となりました。

■ 資本の財源および資金の流動性についての分析
キャッシュ・フロー分析

2014年度末における現金及び現金同等物は、前期末から35億

円増加し、209億円となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により得られた資金は、経営統合による事業規模の拡

大にともなう税金等調整前当期純利益の増加や、現金の支出をと

もなわない減価償却費などの増加を主因として、前期比125億円

増の268億円となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動において使用した資金は、UATHラヨン製造所の工事

進捗により、有形固定資産の取得による支出が191億円増の439

億円になったことなどを主因として、前期比242億円増の497億円

となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により調達した資金は、設備投資に必要な資金につい

て、自己資金に加えて借入金による調達を実施したことなどを主因

として、前期比116億円増の257億円となりました。

資金の調達および流動性の分析

2014年度は、UATHラヨン製造所の建設に関わる設備投資な

どが増加したため、必要な資金を自己資金および借入金によって調

達しました。これらの結果、2014年度末の連結有利子負債残高は

2,960億円（前期末比396億円増）となりました。

なお、2014年度中に金融機関からの借入やコマーシャル・ペー

パーなどの資金調達余力への影響はなく、資金の流動性は維持さ

れています。
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■ 事業環境
2014年度は、上半期において消費税率引き上げの影響により

マイナス成長となりましたが、下半期には海外市場の回復による輸

出の増加、原油価格下落によるコスト低減などの好材料により回復

傾向を示しました。

このような環境下にあって、アルミニウム圧延業界では、主力の

飲料缶をはじめ、コンデンサー用箔地、液晶・半導体製造装置用厚

板などが前期を超える出荷となりました。輸出も為替好転の影響を

受け増加したことで、全体では4年ぶりに200万トンを超える出荷

となりました。

伸銅業界では、業務用エアコンの需要は前年並みでしたが、消費

税率引き上げによる消費の落ち込みや天候不順の影響を受け、家

庭用エアコンの需要は出荷台数が前年比14％減となりました。

■ 業績総括
こうした状況のもと、当社グループは2014年3月に「UACJグ

ループの将来ビジョン」を発表し、統合効果の実現やグローバル

展開など「世界的な競争力を持つアルミニウムメジャーグループ」

の実現を目指した施策を着実に実施しました。

加えて2014年12月には、UACJグループ中期経営計画

「Global Step Ⅰ」を策定し、「将来ビジョン」に掲げた内容を具体

的に各事業へ展開し、環境変化に強い収益基盤の確立と、持続的

な成長に向けた取り組みを推進しました。

これらの結果、2014年度の業績は、売上高は5,725億円（前期

比2,084億円増、合算ベースでは376億円増）、営業利益は237

億円（同59億円増、合算ベースでは13億円減）、経常利益は213

億円（同45億増、合算ベースでは2億円減）となり、経営統合によ

る事業規模拡大の影響が下半期からであった前期を大幅に上回り

ました。

当期純利益は86億円（同13億円減、合算ベースでは31億円

減）となり、経営統合にともなうTri-Arrows Aluminum Holding 

Inc.およびTri-Arrows Aluminum Inc.の段階取得に係る差益

61億円を計上した前期を下回りました。

アルミ圧延品事業

Tri-Arrows Aluminum Inc.の製造委託先であるLogan 

Aluminum Inc.での設備故障による影響があったものの、PC筐体

用が好調なIT関連材、液晶・半導体製造装置用厚板やLNG船用の

厚板に伸長が見られたことに加え、経営統合による事業規模の拡

大などにより、前期を大幅に上回る結果となりました。2014年度の

アルミニウム圧延品事業の売上高は4,519億円（前期比1,499億

円増）、営業利益は233億円（同57億円増）となりました。

なお、合算ベースでは318億円の増収、19億円の減益となり

ます。

伸銅品事業

2014年度は、業務用エアコンの需要は前期比並みでしたが、家

庭用エアコンが消費税率引き上げや天候不順の影響を受け、出荷

台数で前年比14％減となりました。これらの結果、売上高は506億

円（前期比265億円増）、営業利益は10億円（同7億円増）となり

ました。

なお、合算ベースでは27億円の増収、2億円の増益となります。

加工品・関連事業

2014年度は、IT関連材や、北米市場向けを中心とした自動車用

部品が堅調に推移したことなどにより、売上高は1,616億円（前期

比763億円増）、営業利益は46億円（同15億円増）となりました。

なお、合算ベースでは138億円の増収、6億円の増益となります。

■ 対処すべき課題
経済情勢の見通しは、国内では景気回復基調が続く見込みですが、

そのペースは緩やかにとどまり、今後の見通しは不透明です。また、少

子高齢化の進展や、企業の生産拠点の海外移転などにより、中長期的

には厳しい事業環境が想定されます。一方、海外では先行きに不透明

感が残るものの、世界経済全体としては今後も緩やかな拡大が続くもの

と見込まれます。

このような経済環境下において、当社グループは2014年12月に発

表した、2015年度～2017年度の3カ年のUACJ中期経営計画

「Global Step Ⅰ」に掲げた内容を、各事業へ具体的に展開し、環境変

化に強い収益基盤の確立と持続的な成長に取り組んでいきます。

その重点方針として、

の3点を掲げており、これらの取り組みを強力に推進することで、財

務体質の改善と成長投資の両立を図ります。これにより、世界のアルミ

ニウムメジャー会社や新興圧延会社との競争に打ち勝ち、拡大してい

くマーケットの中で継続的な成長の実現を目指し、企業価値のさらなる

向上を図ります。

財政状況および経営成績の分析（連結ベース）

1. 経営成績について

２. 次期の見通しについて

参考：旧両社合算ベース※の業績

※2013年度上半期は、旧古河スカイと旧住友軽金属工業の合算数値です。（Tri-Arrows Aluminum Holding Inc.は持分法適用会社から連結子会社に単純組替）

財務報告

①自動車を中心とした輸送分野、エネルギー分野などの成長製品の
拡大とアジアを中心とした成長地域の事業強化

②各事業の最適生産体制の構築および技術融合の推進

③先端基礎研究の強化と豊富な蓄積技術の活用による新技術・新製
品の開発

また、ステークホルダーの皆様から信頼される企業グループであり続

けるために、CSRへの取り組みを重視しており、経営理念や行動規範の

実践を通した企業倫理の確立や、コンプライアンスおよびリスク管理の

徹底などにより、グローバルカンパニーとしての社会的責任を果たして

まいります。

■ 次期業績見通し
2015年度の業績予想については、タイに建設したUACJ

（Thailand） Co., Ltd.（以下、UATH）ラヨン製造所の立ち上げにかか

るコスト負担が引き続き見込まれる一方、統合効果の進展などにより、

通期では売上高6,400億円、営業利益265億円、経常利益230億

円、親会社株主に帰属する当期純利益110億円を見込んでいます。

アルミ圧延品事業

米国やカナダからのシェールガス輸入開始を背景としたLNG船

用厚板の販売増などが見込まれています。

2015年度の業績は、売上高5,004億円、営業利益270億円を

見込んでいます。

伸銅品事業

新冷媒に対応した内面溝付管や、外面精細フィン伝熱管「サーモ

エクセル」など、優位技術を駆使した差別化商品の開発と拡販に努

める一方、現有設備能力の最大化により収益体質の強化を推進し

ます。また、インドや中東など成長市場を中心に、海外事業の競争

力強化を図ります。

2015年度の業績は、売上高579億円、営業利益14億円を見込

んでいます。

加工品・関連事業

事業体制のさらなる深化とともに、自動車や熱ビジネスなど、新

規需要分野の開拓に注力する方針です。あわせて、グローバル展

開の強化にも取り組んでいます。たとえば、主要市場となる自動車

産業の集積が進むメキシコでは、新たに自動車部品製造販売子会

社を設立しました。

2015年度の業績は、売上高1,796億円、営業利益44億円を見

込んでいます。

■ 配当政策について
当社は、株主の皆様に対する配当の実施を利益還元の重要な施

策と考えています。安定的かつ継続的な配当の実施を基本方針と

しながら、業績の動向や、企業価値向上のための投資や競争力強

化のための研究開発資金の確保、財務体質の強化などを総合的に

勘案して判断していきます。

配当については、中間と期末の年2回の実施を基本方針としてお

り、期末配当については株主総会、中間配当については取締役会

により決定します。

2014年度の期末配当は、中間配当と同様に1株当たり3円とし

ました。2015年度の配当については、中間配当は1株につき3円、

期末配当は3円で年間合計6円を予定しています。

■ 貸借対照表分析
2014年度の資産合計は、主にUATHラヨン製造所の設備投資

や、円安にともなう為替換算での増加により、6,780億円（前期末

比695億円増）となりました。

負債合計は、主に上記設備投資にともなう借入金の増加により、

4,908億円（同505億円増）となりました。

純資産合計は、当期純利益の計上による利益剰余金の増加およ

び為替換算調整勘定の増加などにより、1,871億円（同190億円

増）となりました。

■ 研究開発
中期経営計画の初年度である2015年度は、社会に役立つ安全

な製品や技術、サービスを継続的に創出・提供し、お客様や取引先

の信頼を獲得するための「基盤強化の元年」とすることを基本方針

としています。この方針のもと、技術開発研究所では、グループの

総合力を発揮しやすい体制づくりに向けて、主要な開発業務および

設備を名古屋に集約するとともに、深谷および福井にその機能の

一部を配備することとしました。

なお、2014年度の研究開発費用は総額で46億円となりました。

アルミ圧延品事業

主力となるアルミニウム板製品については、缶材、自動車用パネ

ル材、自動車用熱交換器、船舶用厚板、リチウムイオン電池用集電

体などの分野で、多様化・高度化するニーズに応えるための研究開

発を推進しています。また、生産性の向上や製造コスト・環境負荷の

低減に向けて、ハード、ソフト両面から新規製造プロセスの開発を

進めています。さらに、次世代航空機への適用を目指した新合金の

開発を目的に、経済産業省委託事業である「革新的新構造材料等

技術開発プロジェクト」に参画しています。

押出製品については、強みとする自動車用熱交換器材の開発と

ともに、航空機や自動車、空調用熱交換器などの新規需要に向け

たアルミニウム合金材料の開発を進めています。

鋳鍛製品については、世界でも数社しか生産できないコンプレッ

サホイールなど、付加価値の高いアルミニウム部材の開発に積極

的に取り組んでいます。二輪車用材料の分野では、高強度化を達

成する新しい材料と加工方法の開発について高い評価を得て、軽

金属学会第49回小山田記念賞を受賞しました。

なお、アルミ圧延品事業の研究開発費は、4,484百万円となりま

した。

伸銅品事業

伸銅品部門では、エアコン用高強度銅管の開発を進め、より高性

能な省エネ型エアコンの開発・量産に大きく貢献しています。エアコ

ン用や建築配管用の銅管については耐食性を向上させる合金や製

造機器の開発を推進しており、あわせてこれら先端技術を普及させ

るためのPR活動にも精力的に取り組んでいます。

なお、伸銅品事業の研究開発費は、114百万円となりました。

加工品・関連事業

加工品・関連事業では、高性能かつ精密なパワーコントロールユ

ニットなど冷却デバイスの開発・製造を進めており、今後、さらなる

需要増大が期待される高性能用途への拡販を図っていきます。空

調熱交換器分野では、当社グループの技術総合力と材料・評価分

野での蓄積技術を駆使して、オールアルミニウム製熱交換器の量

産を開始しました。

また、燃費規制の高まりを背景に軽量化が進む自動車産業に向

けて、全世界対応型超軽量アルミニウム製バンパーシステムの商

品化に成功しました。こうした技術をお客様に提案することで、広く

社会全体の環境負荷低減に貢献することを目指していきます。

なお、加工品・関連事業の研究開発費は、21百万円となりま

した。

■ 設備投資
2014年度は、タイにおいてUATHラヨン製造所の建設を進め

ており、第2期分（鋳造工程からの一貫生産）投資に関しては、生産

設備の据え付けや試運転を実施し、2015年8月に一貫生産体制を

開始しました。

国内においては、中期経営計画において重点施策の1つに掲げ

た国内製造拠点の品種集約化にともなう設備投資や、必要な劣化

更新投資などを実施しました。

これらの結果、2014年度の設備投資総額は465億円となりました。

■ 資本の財源および資金の流動性についての分析
キャッシュ・フロー分析

2014年度末における現金及び現金同等物は、前期末から35億

円増加し、209億円となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により得られた資金は、経営統合による事業規模の拡

大にともなう税金等調整前当期純利益の増加や、現金の支出をと

もなわない減価償却費などの増加を主因として、前期比125億円

増の268億円となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動において使用した資金は、UATHラヨン製造所の工事

進捗により、有形固定資産の取得による支出が191億円増の439

億円になったことなどを主因として、前期比242億円増の497億円

となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により調達した資金は、設備投資に必要な資金につい

て、自己資金に加えて借入金による調達を実施したことなどを主因

として、前期比116億円増の257億円となりました。

資金の調達および流動性の分析

2014年度は、UATHラヨン製造所の建設に関わる設備投資な

どが増加したため、必要な資金を自己資金および借入金によって調

達しました。これらの結果、2014年度末の連結有利子負債残高は

2,960億円（前期末比396億円増）となりました。

なお、2014年度中に金融機関からの借入やコマーシャル・ペー

パーなどの資金調達余力への影響はなく、資金の流動性は維持さ

れています。
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■ 事業環境
2014年度は、上半期において消費税率引き上げの影響により

マイナス成長となりましたが、下半期には海外市場の回復による輸

出の増加、原油価格下落によるコスト低減などの好材料により回復

傾向を示しました。

このような環境下にあって、アルミニウム圧延業界では、主力の

飲料缶をはじめ、コンデンサー用箔地、液晶・半導体製造装置用厚

板などが前期を超える出荷となりました。輸出も為替好転の影響を

受け増加したことで、全体では4年ぶりに200万トンを超える出荷

となりました。

伸銅業界では、業務用エアコンの需要は前年並みでしたが、消費

税率引き上げによる消費の落ち込みや天候不順の影響を受け、家

庭用エアコンの需要は出荷台数が前年比14％減となりました。

■ 業績総括
こうした状況のもと、当社グループは2014年3月に「UACJグ

ループの将来ビジョン」を発表し、統合効果の実現やグローバル

展開など「世界的な競争力を持つアルミニウムメジャーグループ」

の実現を目指した施策を着実に実施しました。

加えて2014年12月には、UACJグループ中期経営計画

「Global Step Ⅰ」を策定し、「将来ビジョン」に掲げた内容を具体

的に各事業へ展開し、環境変化に強い収益基盤の確立と、持続的

な成長に向けた取り組みを推進しました。

これらの結果、2014年度の業績は、売上高は5,725億円（前期

比2,084億円増、合算ベースでは376億円増）、営業利益は237

億円（同59億円増、合算ベースでは13億円減）、経常利益は213

億円（同45億増、合算ベースでは2億円減）となり、経営統合によ

る事業規模拡大の影響が下半期からであった前期を大幅に上回り

ました。

当期純利益は86億円（同13億円減、合算ベースでは31億円

減）となり、経営統合にともなうTri-Arrows Aluminum Holding 

Inc.およびTri-Arrows Aluminum Inc.の段階取得に係る差益

61億円を計上した前期を下回りました。

アルミ圧延品事業

Tri-Arrows Aluminum Inc.の製造委託先であるLogan 

Aluminum Inc.での設備故障による影響があったものの、PC筐体

用が好調なIT関連材、液晶・半導体製造装置用厚板やLNG船用の

厚板に伸長が見られたことに加え、経営統合による事業規模の拡

大などにより、前期を大幅に上回る結果となりました。2014年度の

アルミニウム圧延品事業の売上高は4,519億円（前期比1,499億

円増）、営業利益は233億円（同57億円増）となりました。

なお、合算ベースでは318億円の増収、19億円の減益となり

ます。

伸銅品事業

2014年度は、業務用エアコンの需要は前期比並みでしたが、家

庭用エアコンが消費税率引き上げや天候不順の影響を受け、出荷

台数で前年比14％減となりました。これらの結果、売上高は506億

円（前期比265億円増）、営業利益は10億円（同7億円増）となり

ました。

なお、合算ベースでは27億円の増収、2億円の増益となります。

加工品・関連事業

2014年度は、IT関連材や、北米市場向けを中心とした自動車用

部品が堅調に推移したことなどにより、売上高は1,616億円（前期

比763億円増）、営業利益は46億円（同15億円増）となりました。

なお、合算ベースでは138億円の増収、6億円の増益となります。

■ 対処すべき課題
経済情勢の見通しは、国内では景気回復基調が続く見込みですが、

そのペースは緩やかにとどまり、今後の見通しは不透明です。また、少

子高齢化の進展や、企業の生産拠点の海外移転などにより、中長期的

には厳しい事業環境が想定されます。一方、海外では先行きに不透明

感が残るものの、世界経済全体としては今後も緩やかな拡大が続くもの

と見込まれます。

このような経済環境下において、当社グループは2014年12月に発

表した、2015年度～2017年度の3カ年のUACJ中期経営計画

「Global Step Ⅰ」に掲げた内容を、各事業へ具体的に展開し、環境変

化に強い収益基盤の確立と持続的な成長に取り組んでいきます。

その重点方針として、

の3点を掲げており、これらの取り組みを強力に推進することで、財

務体質の改善と成長投資の両立を図ります。これにより、世界のアルミ

ニウムメジャー会社や新興圧延会社との競争に打ち勝ち、拡大してい

くマーケットの中で継続的な成長の実現を目指し、企業価値のさらなる

向上を図ります。

財務報告

また、ステークホルダーの皆様から信頼される企業グループであり続

けるために、CSRへの取り組みを重視しており、経営理念や行動規範の

実践を通した企業倫理の確立や、コンプライアンスおよびリスク管理の

徹底などにより、グローバルカンパニーとしての社会的責任を果たして

まいります。

■ 次期業績見通し
2015年度の業績予想については、タイに建設したUACJ

（Thailand） Co., Ltd.（以下、UATH）ラヨン製造所の立ち上げにかか

るコスト負担が引き続き見込まれる一方、統合効果の進展などにより、

通期では売上高6,400億円、営業利益265億円、経常利益230億

円、親会社株主に帰属する当期純利益110億円を見込んでいます。

アルミ圧延品事業

米国やカナダからのシェールガス輸入開始を背景としたLNG船

用厚板の販売増などが見込まれています。

2015年度の業績は、売上高5,004億円、営業利益270億円を

見込んでいます。

伸銅品事業

新冷媒に対応した内面溝付管や、外面精細フィン伝熱管「サーモ

エクセル」など、優位技術を駆使した差別化商品の開発と拡販に努

める一方、現有設備能力の最大化により収益体質の強化を推進し

ます。また、インドや中東など成長市場を中心に、海外事業の競争

力強化を図ります。

2015年度の業績は、売上高579億円、営業利益14億円を見込

んでいます。

加工品・関連事業

事業体制のさらなる深化とともに、自動車や熱ビジネスなど、新

規需要分野の開拓に注力する方針です。あわせて、グローバル展

開の強化にも取り組んでいます。たとえば、主要市場となる自動車

産業の集積が進むメキシコでは、新たに自動車部品製造販売子会

社を設立しました。

2015年度の業績は、売上高1,796億円、営業利益44億円を見

込んでいます。

■ 配当政策について
当社は、株主の皆様に対する配当の実施を利益還元の重要な施

策と考えています。安定的かつ継続的な配当の実施を基本方針と

しながら、業績の動向や、企業価値向上のための投資や競争力強

化のための研究開発資金の確保、財務体質の強化などを総合的に

勘案して判断していきます。

配当については、中間と期末の年2回の実施を基本方針としてお

り、期末配当については株主総会、中間配当については取締役会

により決定します。

2014年度の期末配当は、中間配当と同様に1株当たり3円とし

ました。2015年度の配当については、中間配当は1株につき3円、

期末配当は3円で年間合計6円を予定しています。

■ 貸借対照表分析
2014年度の資産合計は、主にUATHラヨン製造所の設備投資

や、円安にともなう為替換算での増加により、6,780億円（前期末

比695億円増）となりました。

負債合計は、主に上記設備投資にともなう借入金の増加により、

4,908億円（同505億円増）となりました。

純資産合計は、当期純利益の計上による利益剰余金の増加およ

び為替換算調整勘定の増加などにより、1,871億円（同190億円

増）となりました。

■ 研究開発
中期経営計画の初年度である2015年度は、社会に役立つ安全

な製品や技術、サービスを継続的に創出・提供し、お客様や取引先

の信頼を獲得するための「基盤強化の元年」とすることを基本方針

としています。この方針のもと、技術開発研究所では、グループの

総合力を発揮しやすい体制づくりに向けて、主要な開発業務および

設備を名古屋に集約するとともに、深谷および福井にその機能の

一部を配備することとしました。

なお、2014年度の研究開発費用は総額で46億円となりました。

アルミ圧延品事業

主力となるアルミニウム板製品については、缶材、自動車用パネ

ル材、自動車用熱交換器、船舶用厚板、リチウムイオン電池用集電

体などの分野で、多様化・高度化するニーズに応えるための研究開

発を推進しています。また、生産性の向上や製造コスト・環境負荷の

低減に向けて、ハード、ソフト両面から新規製造プロセスの開発を

進めています。さらに、次世代航空機への適用を目指した新合金の

開発を目的に、経済産業省委託事業である「革新的新構造材料等

技術開発プロジェクト」に参画しています。

押出製品については、強みとする自動車用熱交換器材の開発と

ともに、航空機や自動車、空調用熱交換器などの新規需要に向け

たアルミニウム合金材料の開発を進めています。

鋳鍛製品については、世界でも数社しか生産できないコンプレッ

サホイールなど、付加価値の高いアルミニウム部材の開発に積極

的に取り組んでいます。二輪車用材料の分野では、高強度化を達

成する新しい材料と加工方法の開発について高い評価を得て、軽

金属学会第49回小山田記念賞を受賞しました。

なお、アルミ圧延品事業の研究開発費は、4,484百万円となりま

した。

伸銅品事業

伸銅品部門では、エアコン用高強度銅管の開発を進め、より高性

能な省エネ型エアコンの開発・量産に大きく貢献しています。エアコ

ン用や建築配管用の銅管については耐食性を向上させる合金や製

造機器の開発を推進しており、あわせてこれら先端技術を普及させ

るためのPR活動にも精力的に取り組んでいます。

なお、伸銅品事業の研究開発費は、114百万円となりました。

加工品・関連事業

加工品・関連事業では、高性能かつ精密なパワーコントロールユ

ニットなど冷却デバイスの開発・製造を進めており、今後、さらなる

需要増大が期待される高性能用途への拡販を図っていきます。空

調熱交換器分野では、当社グループの技術総合力と材料・評価分

野での蓄積技術を駆使して、オールアルミニウム製熱交換器の量

産を開始しました。

また、燃費規制の高まりを背景に軽量化が進む自動車産業に向

けて、全世界対応型超軽量アルミニウム製バンパーシステムの商

品化に成功しました。こうした技術をお客様に提案することで、広く

社会全体の環境負荷低減に貢献することを目指していきます。

なお、加工品・関連事業の研究開発費は、21百万円となりま

した。

３．株主還元について

４．財政状態について

■ 設備投資
2014年度は、タイにおいてUATHラヨン製造所の建設を進め

ており、第2期分（鋳造工程からの一貫生産）投資に関しては、生産

設備の据え付けや試運転を実施し、2015年8月に一貫生産体制を

開始しました。

国内においては、中期経営計画において重点施策の1つに掲げ

た国内製造拠点の品種集約化にともなう設備投資や、必要な劣化

更新投資などを実施しました。

これらの結果、2014年度の設備投資総額は465億円となりました。

■ 資本の財源および資金の流動性についての分析
キャッシュ・フロー分析

2014年度末における現金及び現金同等物は、前期末から35億

円増加し、209億円となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により得られた資金は、経営統合による事業規模の拡

大にともなう税金等調整前当期純利益の増加や、現金の支出をと

もなわない減価償却費などの増加を主因として、前期比125億円

増の268億円となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動において使用した資金は、UATHラヨン製造所の工事

進捗により、有形固定資産の取得による支出が191億円増の439

億円になったことなどを主因として、前期比242億円増の497億円

となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により調達した資金は、設備投資に必要な資金につい

て、自己資金に加えて借入金による調達を実施したことなどを主因

として、前期比116億円増の257億円となりました。

資金の調達および流動性の分析

2014年度は、UATHラヨン製造所の建設に関わる設備投資な

どが増加したため、必要な資金を自己資金および借入金によって調

達しました。これらの結果、2014年度末の連結有利子負債残高は

2,960億円（前期末比396億円増）となりました。

なお、2014年度中に金融機関からの借入やコマーシャル・ペー

パーなどの資金調達余力への影響はなく、資金の流動性は維持さ

れています。
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■ 事業環境
2014年度は、上半期において消費税率引き上げの影響により

マイナス成長となりましたが、下半期には海外市場の回復による輸

出の増加、原油価格下落によるコスト低減などの好材料により回復

傾向を示しました。

このような環境下にあって、アルミニウム圧延業界では、主力の

飲料缶をはじめ、コンデンサー用箔地、液晶・半導体製造装置用厚

板などが前期を超える出荷となりました。輸出も為替好転の影響を

受け増加したことで、全体では4年ぶりに200万トンを超える出荷

となりました。

伸銅業界では、業務用エアコンの需要は前年並みでしたが、消費

税率引き上げによる消費の落ち込みや天候不順の影響を受け、家

庭用エアコンの需要は出荷台数が前年比14％減となりました。

■ 業績総括
こうした状況のもと、当社グループは2014年3月に「UACJグ

ループの将来ビジョン」を発表し、統合効果の実現やグローバル

展開など「世界的な競争力を持つアルミニウムメジャーグループ」

の実現を目指した施策を着実に実施しました。

加えて2014年12月には、UACJグループ中期経営計画

「Global Step Ⅰ」を策定し、「将来ビジョン」に掲げた内容を具体

的に各事業へ展開し、環境変化に強い収益基盤の確立と、持続的

な成長に向けた取り組みを推進しました。

これらの結果、2014年度の業績は、売上高は5,725億円（前期

比2,084億円増、合算ベースでは376億円増）、営業利益は237

億円（同59億円増、合算ベースでは13億円減）、経常利益は213

億円（同45億増、合算ベースでは2億円減）となり、経営統合によ

る事業規模拡大の影響が下半期からであった前期を大幅に上回り

ました。

当期純利益は86億円（同13億円減、合算ベースでは31億円

減）となり、経営統合にともなうTri-Arrows Aluminum Holding 

Inc.およびTri-Arrows Aluminum Inc.の段階取得に係る差益

61億円を計上した前期を下回りました。

アルミ圧延品事業

Tri-Arrows Aluminum Inc.の製造委託先であるLogan 

Aluminum Inc.での設備故障による影響があったものの、PC筐体

用が好調なIT関連材、液晶・半導体製造装置用厚板やLNG船用の

厚板に伸長が見られたことに加え、経営統合による事業規模の拡

大などにより、前期を大幅に上回る結果となりました。2014年度の

アルミニウム圧延品事業の売上高は4,519億円（前期比1,499億

円増）、営業利益は233億円（同57億円増）となりました。

なお、合算ベースでは318億円の増収、19億円の減益となり

ます。

伸銅品事業

2014年度は、業務用エアコンの需要は前期比並みでしたが、家

庭用エアコンが消費税率引き上げや天候不順の影響を受け、出荷

台数で前年比14％減となりました。これらの結果、売上高は506億

円（前期比265億円増）、営業利益は10億円（同7億円増）となり

ました。

なお、合算ベースでは27億円の増収、2億円の増益となります。

加工品・関連事業

2014年度は、IT関連材や、北米市場向けを中心とした自動車用

部品が堅調に推移したことなどにより、売上高は1,616億円（前期

比763億円増）、営業利益は46億円（同15億円増）となりました。

なお、合算ベースでは138億円の増収、6億円の増益となります。

■ 対処すべき課題
経済情勢の見通しは、国内では景気回復基調が続く見込みですが、

そのペースは緩やかにとどまり、今後の見通しは不透明です。また、少

子高齢化の進展や、企業の生産拠点の海外移転などにより、中長期的

には厳しい事業環境が想定されます。一方、海外では先行きに不透明

感が残るものの、世界経済全体としては今後も緩やかな拡大が続くもの

と見込まれます。

このような経済環境下において、当社グループは2014年12月に発

表した、2015年度～2017年度の3カ年のUACJ中期経営計画

「Global Step Ⅰ」に掲げた内容を、各事業へ具体的に展開し、環境変

化に強い収益基盤の確立と持続的な成長に取り組んでいきます。

その重点方針として、

の3点を掲げており、これらの取り組みを強力に推進することで、財

務体質の改善と成長投資の両立を図ります。これにより、世界のアルミ

ニウムメジャー会社や新興圧延会社との競争に打ち勝ち、拡大してい

くマーケットの中で継続的な成長の実現を目指し、企業価値のさらなる

向上を図ります。

財務報告

また、ステークホルダーの皆様から信頼される企業グループであり続

けるために、CSRへの取り組みを重視しており、経営理念や行動規範の

実践を通した企業倫理の確立や、コンプライアンスおよびリスク管理の

徹底などにより、グローバルカンパニーとしての社会的責任を果たして

まいります。

■ 次期業績見通し
2015年度の業績予想については、タイに建設したUACJ

（Thailand） Co., Ltd.（以下、UATH）ラヨン製造所の立ち上げにかか

るコスト負担が引き続き見込まれる一方、統合効果の進展などにより、

通期では売上高6,400億円、営業利益265億円、経常利益230億

円、親会社株主に帰属する当期純利益110億円を見込んでいます。

アルミ圧延品事業

米国やカナダからのシェールガス輸入開始を背景としたLNG船

用厚板の販売増などが見込まれています。

2015年度の業績は、売上高5,004億円、営業利益270億円を

見込んでいます。

伸銅品事業

新冷媒に対応した内面溝付管や、外面精細フィン伝熱管「サーモ

エクセル」など、優位技術を駆使した差別化商品の開発と拡販に努

める一方、現有設備能力の最大化により収益体質の強化を推進し

ます。また、インドや中東など成長市場を中心に、海外事業の競争

力強化を図ります。

2015年度の業績は、売上高579億円、営業利益14億円を見込

んでいます。

加工品・関連事業

事業体制のさらなる深化とともに、自動車や熱ビジネスなど、新

規需要分野の開拓に注力する方針です。あわせて、グローバル展

開の強化にも取り組んでいます。たとえば、主要市場となる自動車

産業の集積が進むメキシコでは、新たに自動車部品製造販売子会

社を設立しました。

2015年度の業績は、売上高1,796億円、営業利益44億円を見

込んでいます。

■ 配当政策について
当社は、株主の皆様に対する配当の実施を利益還元の重要な施

策と考えています。安定的かつ継続的な配当の実施を基本方針と

しながら、業績の動向や、企業価値向上のための投資や競争力強

化のための研究開発資金の確保、財務体質の強化などを総合的に

勘案して判断していきます。

配当については、中間と期末の年2回の実施を基本方針としてお

り、期末配当については株主総会、中間配当については取締役会

により決定します。

2014年度の期末配当は、中間配当と同様に1株当たり3円とし

ました。2015年度の配当については、中間配当は1株につき3円、

期末配当は3円で年間合計6円を予定しています。

■ 貸借対照表分析
2014年度の資産合計は、主にUATHラヨン製造所の設備投資

や、円安にともなう為替換算での増加により、6,780億円（前期末

比695億円増）となりました。

負債合計は、主に上記設備投資にともなう借入金の増加により、

4,908億円（同505億円増）となりました。

純資産合計は、当期純利益の計上による利益剰余金の増加およ

び為替換算調整勘定の増加などにより、1,871億円（同190億円

増）となりました。

■ 研究開発
中期経営計画の初年度である2015年度は、社会に役立つ安全

な製品や技術、サービスを継続的に創出・提供し、お客様や取引先

の信頼を獲得するための「基盤強化の元年」とすることを基本方針

としています。この方針のもと、技術開発研究所では、グループの

総合力を発揮しやすい体制づくりに向けて、主要な開発業務および

設備を名古屋に集約するとともに、深谷および福井にその機能の

一部を配備することとしました。

なお、2014年度の研究開発費用は総額で46億円となりました。

アルミ圧延品事業

主力となるアルミニウム板製品については、缶材、自動車用パネ

ル材、自動車用熱交換器、船舶用厚板、リチウムイオン電池用集電

体などの分野で、多様化・高度化するニーズに応えるための研究開

発を推進しています。また、生産性の向上や製造コスト・環境負荷の

低減に向けて、ハード、ソフト両面から新規製造プロセスの開発を

進めています。さらに、次世代航空機への適用を目指した新合金の

開発を目的に、経済産業省委託事業である「革新的新構造材料等

技術開発プロジェクト」に参画しています。

押出製品については、強みとする自動車用熱交換器材の開発と

ともに、航空機や自動車、空調用熱交換器などの新規需要に向け

たアルミニウム合金材料の開発を進めています。

鋳鍛製品については、世界でも数社しか生産できないコンプレッ

サホイールなど、付加価値の高いアルミニウム部材の開発に積極

的に取り組んでいます。二輪車用材料の分野では、高強度化を達

成する新しい材料と加工方法の開発について高い評価を得て、軽

金属学会第49回小山田記念賞を受賞しました。

なお、アルミ圧延品事業の研究開発費は、4,484百万円となりま

した。

伸銅品事業

伸銅品部門では、エアコン用高強度銅管の開発を進め、より高性

能な省エネ型エアコンの開発・量産に大きく貢献しています。エアコ

ン用や建築配管用の銅管については耐食性を向上させる合金や製

造機器の開発を推進しており、あわせてこれら先端技術を普及させ

るためのPR活動にも精力的に取り組んでいます。

なお、伸銅品事業の研究開発費は、114百万円となりました。

加工品・関連事業

加工品・関連事業では、高性能かつ精密なパワーコントロールユ

ニットなど冷却デバイスの開発・製造を進めており、今後、さらなる

需要増大が期待される高性能用途への拡販を図っていきます。空

調熱交換器分野では、当社グループの技術総合力と材料・評価分

野での蓄積技術を駆使して、オールアルミニウム製熱交換器の量

産を開始しました。

また、燃費規制の高まりを背景に軽量化が進む自動車産業に向

けて、全世界対応型超軽量アルミニウム製バンパーシステムの商

品化に成功しました。こうした技術をお客様に提案することで、広く

社会全体の環境負荷低減に貢献することを目指していきます。

なお、加工品・関連事業の研究開発費は、21百万円となりま

した。

３．株主還元について

４．財政状態について

■ 設備投資
2014年度は、タイにおいてUATHラヨン製造所の建設を進め

ており、第2期分（鋳造工程からの一貫生産）投資に関しては、生産

設備の据え付けや試運転を実施し、2015年8月に一貫生産体制を

開始しました。

国内においては、中期経営計画において重点施策の1つに掲げ

た国内製造拠点の品種集約化にともなう設備投資や、必要な劣化

更新投資などを実施しました。

これらの結果、2014年度の設備投資総額は465億円となりました。

■ 資本の財源および資金の流動性についての分析
キャッシュ・フロー分析

2014年度末における現金及び現金同等物は、前期末から35億

円増加し、209億円となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により得られた資金は、経営統合による事業規模の拡

大にともなう税金等調整前当期純利益の増加や、現金の支出をと

もなわない減価償却費などの増加を主因として、前期比125億円

増の268億円となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動において使用した資金は、UATHラヨン製造所の工事

進捗により、有形固定資産の取得による支出が191億円増の439

億円になったことなどを主因として、前期比242億円増の497億円

となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により調達した資金は、設備投資に必要な資金につい

て、自己資金に加えて借入金による調達を実施したことなどを主因

として、前期比116億円増の257億円となりました。

資金の調達および流動性の分析

2014年度は、UATHラヨン製造所の建設に関わる設備投資な

どが増加したため、必要な資金を自己資金および借入金によって調

達しました。これらの結果、2014年度末の連結有利子負債残高は

2,960億円（前期末比396億円増）となりました。

なお、2014年度中に金融機関からの借入やコマーシャル・ペー

パーなどの資金調達余力への影響はなく、資金の流動性は維持さ

れています。
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 前連結会計年度
（2014年3月31日）

当連結会計年度
（2015年3月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金

受取手形及び売掛金

商品及び製品

仕掛品

原材料及び貯蔵品

繰延税金資産

その他

貸倒引当金

流動資産合計

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額）

機械装置及び運搬具（純額）

土地

リース資産（純額）

建設仮勘定

その他（純額）

有形固定資産合計

無形固定資産

のれん

その他

無形固定資産合計

投資その他の資産

投資有価証券

繰延税金資産

退職給付に係る資産

その他

貸倒引当金

投資その他の資産合計

固定資産合計

資産合計

17,471

113,209

22,251

36,399

28,249

5,813

13,266

△21

236,638

48,392

52,946

115,669

7,972

29,011

2,998

256,988

47,150

17,825

64,976

27,056

8,103

334

14,449

△53

49,889

371,852

608,490

21,069

108,550

32,672

45,225

39,842

5,938

16,627

△33

269,889

56,729

62,421

115,711

6,962

47,175

3,375

292,374

46,503

19,369

65,871

32,804

2,013

414

14,659

△73

49,818

408,063

677,952

前連結会計年度
（2014年3月31日）

当連結会計年度
（2015年3月31日）

負債の部
流動負債

支払手形及び買掛金
短期借入金
コマーシャル・ペーパー
1年内償還予定の社債
1年内返済予定の長期借入金
リース債務
未払法人税等
災害損失引当金
その他
流動負債合計

固定負債
社債
長期借入金
リース債務
繰延税金負債
事業構造改善引当金
退職給付に係る負債
その他
固定負債合計

負債合計
純資産の部

株主資本
資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式
株主資本合計

その他の包括利益累計額
その他有価証券評価差額金
繰延ヘッジ損益
為替換算調整勘定
退職給付に係る調整累計額
その他の包括利益累計額合計

少数株主持分
純資産合計

負債純資産合計

100,220
42,094

6,999
99

48,369
4,617
2,645
1,125

30,218
236,387

10,143
148,604

9,268
8,754
1,210

21,369
4,615

203,963
440,350

45,000
72,901
30,670

△82
148,489

571
△10

6,258
208

7,026
12,625

168,140
608,490

110,114
80,100

6,000
2,606

47,074
4,885
1,930

291
34,884

287,884

7,538
152,636

6,777
7,809
1,180

21,358
5,634

202,932
490,816

45,000
72,901
33,564
△178

151,287

2,026
△69

18,055
1,006

21,018
14,831

187,136
677,952

財務報告

連結貸借対照表
単位：百万円（四捨五入） 単位：百万円（四捨五入）
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 前連結会計年度
（2014年3月31日）

当連結会計年度
（2015年3月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金

受取手形及び売掛金

商品及び製品

仕掛品

原材料及び貯蔵品

繰延税金資産

その他

貸倒引当金

流動資産合計

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額）

機械装置及び運搬具（純額）

土地

リース資産（純額）

建設仮勘定

その他（純額）

有形固定資産合計

無形固定資産

のれん

その他

無形固定資産合計

投資その他の資産

投資有価証券

繰延税金資産

退職給付に係る資産

その他

貸倒引当金

投資その他の資産合計

固定資産合計

資産合計

17,471

113,209

22,251

36,399

28,249

5,813

13,266

△21

236,638

48,392

52,946

115,669

7,972

29,011

2,998

256,988

47,150

17,825

64,976

27,056

8,103

334

14,449

△53

49,889

371,852

608,490

21,069

108,550

32,672

45,225

39,842

5,938

16,627

△33

269,889

56,729

62,421

115,711

6,962

47,175

3,375

292,374

46,503

19,369

65,871

32,804

2,013

414

14,659

△73

49,818

408,063

677,952

前連結会計年度
（2014年3月31日）

当連結会計年度
（2015年3月31日）

負債の部
流動負債

支払手形及び買掛金
短期借入金
コマーシャル・ペーパー
1年内償還予定の社債
1年内返済予定の長期借入金
リース債務
未払法人税等
災害損失引当金
その他
流動負債合計

固定負債
社債
長期借入金
リース債務
繰延税金負債
事業構造改善引当金
退職給付に係る負債
その他
固定負債合計

負債合計
純資産の部

株主資本
資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式
株主資本合計

その他の包括利益累計額
その他有価証券評価差額金
繰延ヘッジ損益
為替換算調整勘定
退職給付に係る調整累計額
その他の包括利益累計額合計

少数株主持分
純資産合計

負債純資産合計

100,220
42,094

6,999
99

48,369
4,617
2,645
1,125

30,218
236,387

10,143
148,604

9,268
8,754
1,210

21,369
4,615

203,963
440,350

45,000
72,901
30,670

△82
148,489

571
△10

6,258
208

7,026
12,625

168,140
608,490

110,114
80,100

6,000
2,606

47,074
4,885
1,930

291
34,884

287,884

7,538
152,636

6,777
7,809
1,180

21,358
5,634

202,932
490,816

45,000
72,901
33,564
△178

151,287

2,026
△69

18,055
1,006

21,018
14,831

187,136
677,952

財務報告

連結貸借対照表
単位：百万円（四捨五入） 単位：百万円（四捨五入）
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364,107
313,647

50,460
32,688
17,772

1,240
119
209
801

2,368

2,087
1,255
3,342

16,798

15
23

6,127
91

6,256

3,596
408

1,630
1,897
7,531

15,523
3,155
1,602
4,757

10,766
821

9,946

572,541
500,400

72,142
48,463
23,679

712
372
301
925

2,310

3,221
1,431
4,652

21,337

397
90
－
3

489

1,678
957

－
335

2,970
18,856

4,880
4,284
9,165
9,691
1,043
8,649

15,523

17,165

1,385

3,596

△1,240

△6,127

△177

2,087

△14,361

△4,735

8,611

△8,289

7,109

△1,694

18,853

440

△2,101

△2,959

14,233

△24,773

△1,653

975

△25,452

△8,199

41,527

△29,953

10,070

△1,363

△117

4,222

△1,892

△228

14,067

6

2,855

8,419

△93

6,290

17,471

18,856

22,636

2,513

1,678

△712

－

△556

3,221

8,192

△25,294

6,964

－

△1,526

△511

35,462

848

△3,085

△6,448

26,777

△43,870

△1,485

△4,313

△49,668

32,693

52,065

△51,496

－

△3,852

△198

1,162

△3,802

△879

25,694

401

3,204

17,471

274

－

20,949

営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前当期純利益
減価償却費
のれん償却額
減損損失
持分法による投資損益（△は益）
段階取得に係る差損益（△は益）
受取利息及び受取配当金
支払利息
売上債権の増減額（△は増加）
たな卸資産の増減額（△は増加）
仕入債務の増減額（△は減少）
退職給付引当金の増減額（△は減少）
退職給付に係る負債の増減額（△は減少）
その他
小計
利息及び配当金の受取額
利息の支払額
法人税等の支払額
営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー
有形固定資産の取得による支出
無形固定資産の取得による支出
その他
投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー
短期借入金の純増減額（△は減少）
長期借入れによる収入
長期借入金の返済による支出
社債の発行による収入
配当金の支払額
少数株主への配当金の支払額
セール・アンド・リースバックによる収入
リース債務の返済による支出
その他
財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額
現金及び現金同等物の増減額（△は減少）
現金及び現金同等物の期首残高
連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額（△は減少）
合併に伴う現金及び現金同等物の増加額
現金及び現金同等物の期末残高

10,766

332
8

5,031
－

△377
4,994

15,761

14,246
1,515

9,691

1,450
△239

12,938
1,219

362
15,729
25,421

22,634
2,787

単位：百万円（四捨五入）

売上高
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
営業利益
営業外収益

持分法による投資利益
受取配当金
受取賃貸料
その他
営業外収益合計

営業外費用
支払利息
その他
営業外費用合計

経常利益
特別利益

受取保険金
固定資産売却益
段階取得に係る差益
その他
特別利益合計

特別損失
減損損失
固定資産除却損
事業構造改善費用
その他
特別損失合計

税金等調整前当期純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
法人税等合計
少数株主損益調整前当期純利益
少数株主利益
当期純利益

少数株主損益調整前当期純利益
その他の包括利益

その他有価証券評価差額金
繰延ヘッジ損益
為替換算調整勘定
退職給付に係る調整額
持分法適用会社に対する持分相当額
その他の包括利益合計

包括利益
（内訳）

親会社株主に係る包括利益
少数株主に係る包括利益

財務報告

前連結会計年度
（2013年４月１日～
2014年３月31日）

当連結会計年度
（2014年４月１日～
2015年３月31日）

前連結会計年度
（2013年４月１日～
2014年３月31日）

当連結会計年度
（2014年４月１日～
2015年３月31日）

前連結会計年度
（2013年４月１日～
2014年３月31日）

当連結会計年度
（2014年４月１日～
2015年３月31日）

単位：百万円（四捨五入）
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連結損益計算書
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364,107
313,647

50,460
32,688
17,772

1,240
119
209
801

2,368

2,087
1,255
3,342

16,798

15
23

6,127
91

6,256

3,596
408

1,630
1,897
7,531

15,523
3,155
1,602
4,757

10,766
821

9,946

572,541
500,400

72,142
48,463
23,679

712
372
301
925

2,310

3,221
1,431
4,652

21,337

397
90
－
3

489

1,678
957

－
335

2,970
18,856

4,880
4,284
9,165
9,691
1,043
8,649

15,523

17,165

1,385

3,596

△1,240

△6,127

△177

2,087

△14,361

△4,735

8,611

△8,289

7,109

△1,694

18,853

440

△2,101

△2,959

14,233

△24,773

△1,653

975

△25,452

△8,199

41,527

△29,953

10,070

△1,363

△117

4,222

△1,892

△228

14,067

6

2,855

8,419

△93

6,290

17,471

18,856

22,636

2,513

1,678

△712

－

△556

3,221

8,192

△25,294

6,964

－

△1,526

△511

35,462

848

△3,085

△6,448

26,777

△43,870

△1,485

△4,313

△49,668

32,693

52,065

△51,496

－

△3,852

△198

1,162

△3,802

△879

25,694

401

3,204

17,471

274

－

20,949

営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前当期純利益
減価償却費
のれん償却額
減損損失
持分法による投資損益（△は益）
段階取得に係る差損益（△は益）
受取利息及び受取配当金
支払利息
売上債権の増減額（△は増加）
たな卸資産の増減額（△は増加）
仕入債務の増減額（△は減少）
退職給付引当金の増減額（△は減少）
退職給付に係る負債の増減額（△は減少）
その他
小計
利息及び配当金の受取額
利息の支払額
法人税等の支払額
営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー
有形固定資産の取得による支出
無形固定資産の取得による支出
その他
投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー
短期借入金の純増減額（△は減少）
長期借入れによる収入
長期借入金の返済による支出
社債の発行による収入
配当金の支払額
少数株主への配当金の支払額
セール・アンド・リースバックによる収入
リース債務の返済による支出
その他
財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額
現金及び現金同等物の増減額（△は減少）
現金及び現金同等物の期首残高
連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額（△は減少）
合併に伴う現金及び現金同等物の増加額
現金及び現金同等物の期末残高

10,766

332
8

5,031
－

△377
4,994

15,761

14,246
1,515

9,691

1,450
△239

12,938
1,219

362
15,729
25,421

22,634
2,787

単位：百万円（四捨五入）

売上高
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
営業利益
営業外収益

持分法による投資利益
受取配当金
受取賃貸料
その他
営業外収益合計

営業外費用
支払利息
その他
営業外費用合計

経常利益
特別利益

受取保険金
固定資産売却益
段階取得に係る差益
その他
特別利益合計

特別損失
減損損失
固定資産除却損
事業構造改善費用
その他
特別損失合計

税金等調整前当期純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
法人税等合計
少数株主損益調整前当期純利益
少数株主利益
当期純利益

少数株主損益調整前当期純利益
その他の包括利益

その他有価証券評価差額金
繰延ヘッジ損益
為替換算調整勘定
退職給付に係る調整額
持分法適用会社に対する持分相当額
その他の包括利益合計

包括利益
（内訳）

親会社株主に係る包括利益
少数株主に係る包括利益

財務報告

前連結会計年度
（2013年４月１日～
2014年３月31日）

当連結会計年度
（2014年４月１日～
2015年３月31日）

前連結会計年度
（2013年４月１日～
2014年３月31日）

当連結会計年度
（2014年４月１日～
2015年３月31日）

前連結会計年度
（2013年４月１日～
2014年３月31日）

当連結会計年度
（2014年４月１日～
2015年３月31日）

単位：百万円（四捨五入）

 連結キャッシュ・フロー計算書 連結損益計算書及び連結包括利益計算書
連結損益計算書
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